
を用いた。記述統計およびＸ２検定にて分析した。

､６．倫理的配慮：調査票に親用研究説明書を添付し、

親の同意を得てから回答するように中学校長を通じて

対象者に伝えた。対象者と親に調査に協力するか否か

は自由、匿名性の確保、学校の成績に影響しないなど

について書面で説明し、調査票の回収をもって対象者

と親双方の同意が得られたものとした。本研究は旭川

医科大学倫理委員会の承認を得て実施した。

１９）中学生の脳死・臓器移植に関する意識調査

研究代表者森浩美

【背景と目的】

２０１０年７月、「臓器の移植に関する法律の一部を改

正する法律（以下、改正法)」が全面的に施行され、

１５歳未満の子どもの意思が不明な場合でも親の同意

があれば脳死での臓器提供が可能となった。「児童(子

ども）の権利に関する条約」では子どもの意見表明権

や思想・良心・宗教の自由を保障し、日本は1994年

に批准している。けれども、日本の脳死臓器移植に関

する世論調査の多くは20歳以上を対象に行われ、１５

歳未満の子どもの意識に焦点をあてた研究は少ないと

いう現状である。本研究の目的は、中学生の脳死臓器

移植に関する意識を明らかにすることである。

』

【結果】

中学校長へ配布した1370部を中学生への配布数と

し、231名から回答が得られた（回収率16.9％)。そ

のうち基本属性に関する回答がなかった１名を除外

し、230名を分析の対象とした（有効回答率99.6％)。

１．対象者の基本属性

対象者の基本属』性は表ｌに示す。自分の健康状態に

ついては「とても良い」１０２名､｢良い」１１９名､｢悪い」

７名、「とても悪い」２名であった。「児童の権利に関

する条約」については「知っている」３９名､｢知らない」

191名であった。

２．病気経験や死別経験などの有無

入院経験や定期通院経験などの有無についての結果

は表２に示す。

３．脳死臓器移植という言葉の認知と会話した経験

脳死臓器移植という言葉を聞いた経験や会話した経

験についての結果は表３に示す。

４．脳死臓器移植に関する考え

脳死臓器移植に関する考えについての結果は表４に

示す。

「脳死での臓器提供を親が判断すること」と「脳死

臓器移植に関する対象者の考えを親は知っているか否

か」との関連についてＸ２独立‘性の検定を行った。そ

の結果､ｐ＝0.022で有意な関連（Ｘ２＝5.260,df＝１，ｐ

＜0.05)があり、「親は対象者の考えを知っていると

－７７－

【研究方法】

１．研究対象者：北海道、道北・道央地区の中学生

２．調査期間：２０１２年７月～９月

３．調査方法：無記名、自記式郵送調査。調査票は中

学校長を通じて配布し、個別郵送法により研究者が

直接、回収した。

４．調査内容

ｌ）対象者の基本属性:性別、年齢、現在の健康状態、

「児童の権利に関する条約」を知っているか否か

２）入院経験、通院経験、葬式・通夜参列経験、身近

な人との死別経験、看病経験などの有無

３）脳死臓器移植に関する質問：①脳死または臓器移

植という言葉を聞いた経験、②脳死臓器移植につい

て学校の先生、友達、親と話をした経験、①②の回

答は「ある」「ない」の２段階、③脳死または臓器

移植への関心､回答は「とてもある」から「全くない」

の４段階で求め､「とてもある｣｢少しある」を｢ある｣、

「あまりない｣｢全くない」を「ない」として分析した。

④脳死臓器移植についての考え（内閣府世論調査を

参考に作成)、回答は「とてもそう思う」から「全

く思わない」の４段階で求め､「とてもそう思う」｢思

う」を「思う」､｢思わない」「全く思わない」を「思

わない」として分析した。⑤改正法を知っているか

否か、回答は「知っている」「知らない」の２段階、

内容に対する賛否、回答は「賛成」「反対」の２段

階で求めた。

5．分析方法：統計解析ソフトSPSSStatistics20
９７１３３
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表１対象者の基本属性
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'性別
合計

女性
呂呂

１年生

学年２年生

３年生

合計

５
２
０

３
２
４

４
４
５

４
３
５






